
令和5年度
中期企画展

ジャンレを超えたェネルギッシュな造形活動を

拡大規模で紹介
本展は、没後 10年 となる「つくる巨人」岩間正男がその87年の生涯で遺した作

品群を振 り返 り、ジャンルを超えた精力的な造形活動を回顧する企画展です。彼の

作品の規模の大きさや扱う素材の多彩さは驚 くばかりで、画家という枠にはとどま

らない、まさに「つ くる巨人」と称するにふさわしい作家です。

利根山光人画伯が北上にアトリエを構えたころ、岩間氏も地元の芸術家として画

伯を歓迎し、交流を重ねています。両人とも地元の民俗芸能、鬼剣舞や鹿踊 りに向

ける視線は熱 く、遺された多 くの作品が今でも我々を楽しませてくれます。

大らかなメキシヨの風土を感じさせる利根山の明るくのびやかな表現に対し、岩

間の作品には、素早 く的確なタッチでありながらもどこか哀愁を帯びた作まいに見

えるものもあります。当館での展示ではそうした民俗芸能を題材にした絵画のコラ

ボレーションも味わっていただきたいものです。北上を拠点として幅広い造形活動

をした巨人の描いた軌跡を多 くの方々と共有し、宇宙にさえ呼応する土着のエネル

ギーのようなものを共に感じ取ることができたら幸いです。

なお、本企画展は拡大規模で実施

し、関連展示やイベン トを下記のと

お り行います。県内外で制作された

大規模なパブリックアー トや本展監

修を務めた佐藤清美氏撮影による岩間氏の肖像写真 も合わせ

てご観覧 ください。

油彩「鬼剣舞」
市内の和食店・きたかみ風土所蔵作品。連携企画展で展示する。

関連展示「岩間正男のパブリックアート
と肖像写真」
市内外に残るパブリックアー トを写真で紹介 してい

る。駅前の生涯学習センターギヤラリーにて展示中。

・岩間正男のパブリックアートと肖像写真

会場 :おでんせプラザぐろ―′5ヽ 3階生涯学習センターギヤラリー  会期 :6/30～ 8/31m
・市内3館連携企画展  第 1期 会場 :北上市立鬼の館  会期 :6/22Q～ 7/230

第 |1期 会場 :北上市立博物館  会期 :7/290～ 8/200
0博物館開館50周年クロストーク「岩間正男の思い出」  会場 :博物館本館 日[寺 :7/29010時～

全、



メヒコ0魅力 前期企画展「ViVA MEXICO」 を終えて

前期企画展 「VIヽA MEXICO(ビ バ 0メ ヒコ)」 が閉幕 し

ました。神秘的であ りながらもシンプルで、 どこかユーモラ

スなメキシコの造形美に、改めて見入った方も多かったよう

です。生涯学習センターギャラリーにおける関連展示、「メ

キシコの仮面」も異国独特の造形センスを感 じさせ ました。

開催期間中、利根山画伯のご長女立花雅子さんがメキシヨ

か らの友人・エスペランザさんを連れて来館 しました。画

伯が描いたメキシコの風景や民族衣装 について解説 して く

ださり、いっそうメキシヨに対する理解が深 まったひとと

きでした。

また、メキシコ出身で京都精華大学の学生フランコ・アル   雅子さんとエスペランザさん来館時の様子

バレス・イスマエルさんが昨秋来館 し、調査を行っています。その研究成果は「佐久間ダムと1955年のメ

キシヨ美術展 :利根山光人への衝撃」 という論文にまとめられ、今春抜 き刷 りが館 に届けられました。「佐

久間ダム」工事現場でのスケッチ取材 と1955年の東京国立博物館における「メキシヨ美術展」が利根山画

伯の人生 と画業の転機 となったことが論 じられています。

この 6月 中旬からその東京国立博物館で、「メキシヨ美術展」以来 となるメキシヨをテーマとした大規模

な展示会 「古代メキシヨ展」が開催されます。中期企画展で取 り上げる造形作家・岩間正男も若い頃、メキ

シヨに渡った芸術家の一人でした。奇 しくもこの時期にメキシコとの関わ りが多 くあ りました。芸術家達を

惹 きつけたMEXICO(メ ヒコ)の魅力をさらに探求 していきたいものです。

～@T口NE襄～
ARTの ある「まちづくり」へ

-2021年記念事業を振り返る一⑤

学校 との連携は美術館の課題である。企画展のPRの ため

学校に出向 く機会 も増えた。地元の立花小学校 (当時)は学

校のカ リキュラムの一環 として毎年来館 している。 この年も

4～ 6年生 45人 に対 して大作 「阿昨」の前でガイダンスを

行った。興味深そうに作品に見入るその様子は「広報 きたか

み」の表紙に、そして次期企画展のチラシにも採用 された。

さらには取材を生かし子供たちが学校で作成 したしお りが市

に寄贈され、美術館で配布させていただいた。 こうした循環

は本当に素敵なことだと思 う。

ちなみにこの 「広報 きたか

み」では「光人 と北上」という

タイトルで4ページにわたって

記事が掲載 され、記念事業の

趣旨が市民に広 く周知された。

(次回へ続 く)

北上市まちづくり部生涯学習文化課

〒024-0061 岩手県北上市大通り1-3-1

電話 0197-72-8304 FAX 0197-63-3121

6名で

:  4月 8日 (土)か ら、生涯学習センター

1 にて美術館絵画教室を開催しています。は

1 じめは鉛筆デッサンを学び、現在はそれぞ

: れの希望に合わ

申せて水彩 と油彩

l に取 り組んでい

l ます。成果作品

l は秋に展示予定

1 です。

利根山光人記念美術館

C)開1館口寺間 ]0:00-16:00

(最終入館は15:30まで)

メモをとりながら熱心に見学する小学生

発行

わきあいあいと

活動中
(全 10口 )


